


トラックと自転車の

死角には危険がいっぱい！

死角死角

死角

トラックの死角は

乗用車よりも大きい！

トラック運転者の皆さん
右左折時は必ず徐行！
周囲の安全確認！

自転車に乗る皆さん
車の死角に入らない！
車が曲がるまで待つ！

事故を起こさない
事故に遭わないために

死角に自転車がいると・・

福岡県警察

（左折）

交通死亡事故が多発
（直進）

見えん！

死角

ミラーに
映らない！
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 3.運行管理者による確実な点呼の実施と健康管理の徹底 

    ①乗務前、乗務途中、乗務後の点呼並びにアルコールチェックを確実に実施しド

ライバーとのコミュニケーション（顔色、声の調子、歩き方、服装、運行上の

注意点 等）を十分に取ることでドライバーの体調や精神状態を正確に把握して

事故の未然防止を図る。 

    ②体調不良を訴えてきたドライバーには、乗務停止を指示し十分な休息を確保さ

せる。特に健康起因による事故（心臓疾患など）を防ぐため、定期的な健康診

断や 2次検診受診の環境整備と生活習慣病対策を強化する。 

 

    4.安全設備の活用と車両メンテナンスの実施 

    ①ドライブレコーダーや衝突被害軽減ブレーキなどの安全装置を積極的に導入・

活用する。 

       ②乗務前の日常点検や 3か月点検、12か月点検などの法定点検を確実に実施し、

車両不備による事故を未然に防ぐ。 

 

【トラックドライバーが取り組むべき重点項目】 

1.安全運転の徹底 

①前方不注意の解消: 脇見運転、漫然運転の禁止。 

②速度の遵守: 制限速度を厳守し、状況に応じた安全な速度で走行。 

③車間距離の確保: 追突事故防止のための十分な車間距離の維持。 

 

2.交差点・横断歩道での注意 

 ①歩行者、自転車への思いやりを持った運転を心がける。 

②確認の徹底: 右左折時、発進時の死角確認（特にアンダーミラー等の活用）。 

③一時停止の励行: 横断歩道手前での停止・確認。 

④子供や高齢者等への配慮: 周囲をよく確認しない歩行者や自転車への警戒。 

 

3.夜間運転の強化及び体調管理と十分な休息の確保 

①ハイビームの有効活用: 対向車がいない暗い道での視認性向上。 

②十分な休息: 疲労運転の禁止と運行前の体調確認。 

③運行中は、適切なタイミングで休憩を取得して心身ともにリフレッシュする。 

 

4.車両管理の徹底 

①日常点検の確実な実施: ブレーキ、タイヤ等の整備不良防止。 

②視界の確保: 不要なカーテンやシールを取り除くなど、助手席側窓からの側方

確認を容易にすることで安全確認を習慣化する。 

 

 事業用トラックは、我が国の物流を支える重要な社会インフラです。関係者全員が 

「交通事故は起こさない！」という強い意識を持ち、日々の運転業務にあたることがプロ

ドライバーとしての責務です。 

 会員事業所皆様の安全運行へのご理解とご協力を重ねてお願い申し上げます。 

 

以上 


